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「まとめて」 同じ目的地へ 「いっしょに」 運送すること
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効率が良い！！



１. はじめに

1-1.背景～Agridge Projectについて～
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Agridge Project は
「農業によって地域を活性化させること」を理念に掲げ活動

１-1. 私たちについて
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農業 商品開発 イベント 教育

植え付け・栽培
・収穫・販売など

地元企業と
連携した商品の開発

若者の地元農作物への
関心喚起を目的

地域の子どもとちに向けた
農業の普及や食育



卸
先

エネルギーの浪費

多くが高齢者

出荷コスト高

地域農業を営む農家の方々と触れ合う機会の中で多くの問題に直面…

共同運送の障害
・連携がうまくいかない
・スケジュール管理の難しさ
・出荷する農作物の違い

１-1. 私たちの注目した課題

5©2021 Team Agridge Project



目次
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1-2. 私たちの解決する課題

１-2. 私たちの解決する課題
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「農家の悩み」と「社会のエネルギー問題」
を同時に解決したい！

薄利多売

運送コスト
が高い

Ｂ級野菜の
使い道がない

エネルギー問題

＜農家の課題＞ ＜社会問題＞

１-2. 私たちの解決する課題
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① 農家が抱える問題
・運送コストが原価の約4～6割を占める
・薄利多売の業界
・高齢者が多く、重労働である

② 運送エネルギーの損失
・運輸部門のエネルギー消費量は1973年から1.7倍

③ 共同運送は課題が多い
・管理システム（誰の農作物か？現在の配送状況は？）
・配送費をどのように折半するか
・出荷スケジュールが合わない

１-2. 私たちの解決する課題
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２. ビジネスアイディア

1-1. ビジネスアイディアの説明
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＜コンセプト＞

農家に寄り添う新しい共同運送のしくみ

＜ターゲット＞

農家・都市農家
‐小規模生産
‐農協をメインとして出荷（図Ａ）
‐運送コストが大きく経営が苦しい
‐近くの農家と連携できていない

２-1. ビジネスアイディアの説明
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図Ａ 農家の主要出荷先

64.3%
農業協同組合



本部

卸
先

①各農家から今後の
出荷予定農作物の
情報を集める

②運送ルートの決定

③出荷農作物の
管理と共同運送

２-1. ビジネスアイディアの説明 全体図
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本部

卸
先

©2021 Team Agridge Project

①農家から連絡を受ける

③一般の方のバイクや車で運送
→運送の対価としてＢ級野菜を渡す

②依頼

「イレギュラーのリクエスト」には補助輸送手段を活用

２-1. ビジネスアイディアの説明 補助輸送手段
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民間デリバリー
サービス



２-1. ビジネスアイディアの説明 システム
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本部直感的に使いやすいデザイン



２-1. ビジネスアイディアの説明 システム
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本部

出荷予定日の前日
正午までに送信

かんたん選択

その日の夜までに
・運送ルートを決定
・集荷予定時刻を連絡

18：00まで

出荷予定日は？



２-1. ビジネスアイディアの説明
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＜まとめ＞

農家の共同運送を実現します＝

「共同運送」
・ 24時間対応のウェブシステム
・ 高齢者目線のフォロー体制
・ 運送コストの削減と運送エネルギーの節約

×
「急な需要に対応する補助システム」

・ 民間デリバリーサービスなどとの連携
・ Ｂ級野菜の廃棄ロスの軽減



1-2. 事業の将来性

２. ビジネスアイディア
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２-2. 事業の将来性
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＜市場規模＞

図 主要都市における2ha 以下の農業経営体の占める割合

（農林水産省 2020年農林業センサス統計表より作成）
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＜市場規模＞

⇒必要なサービスも需要も都市部に集中しており今後も増える見込み

2 ha未満の農家は、

全国 ➡２０％
大型都市➡７０％以上にも

ターゲットとなる小規模農家は

都市部を中心に多い

民間デリバリーサービス
（補助システム）も発達

7350農家

2750農家



サービス使用量:6000円/月

➡1000円カット/月 ➡9600円カット/年 【2割農閑期】
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＜農家コストの削減＞

燃料代 距離8 km/日 ×ガソリン 135 (円/8 km)× 30日 ≒4000 円

（簡易保冷設備 30万 ÷ 8年 ÷ 12ヶ月 = 3000 円）

➡1か月 ≒ 7000円
個別運送

共同運送

２-2. 事業の将来性

・１ha の農業経営主体（小規模農家）：収穫量35ｔ、出荷量30ｔ[神奈川県主要農作物収穫量より算出]
・毎日出荷と仮定：30日/月
・個人運送では軽トラックを使用（燃費15 km/L, 都市公道における実燃費8 km/L）
・共同運送では空調設備のついたワンボックスカーを使用 （簡単のため都市公道における実燃費は 8 km/L）
・燃料：ガソリン（135円/L）
・卸先は半径3~4 kmの農地をカバーする[神奈川県の農協間距離は5ｋｍ]
（ヒヤリングによれば、主要卸先とする場所までの片道は1 km ~ 15 kmと様々であった）

・共同運送の場合移動距離は、運送距離8 km →10 km
・ガソリンの単位発熱量：34 MJ/L

〈条件〉

コストだけでない
「出荷」に関わる労働も



燃料 距離 10 km/ 日 × 燃費 1 L/ (8 km) × 30日 ＝37.5Ｌ
3農家分をまとめて運送するから・・・

➡ 1農家当たり月々、37.5 ÷ 3 = 12.5 L（半分以下）
➡ 年間 120 Lの削減 【２割農閑期】
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＜エネルギー消費量の削減＞

燃料 距離 8 km/ 日 × 燃費 1 L/ (8 km) × 30日 ＝30Ｌ個別運送

共同運送

２-2. 事業の将来性

ガソリン 120 L ＝ 200 Lお風呂

200桶分のエネルギー
・１ha の農業経営主体（小規模農家）：収穫量35ｔ、出荷量30ｔ
・毎日出荷と仮定：30日/月
・個人運送では軽トラックを使用（燃費15 km/L, 都市公道における実燃費8 km/L）
・共同運送では空調設備のついたワンボックスカーを使用 （簡単のため都市公道における実燃費は 8 km/L）
・燃料：ガソリン（135円/L）
・卸先は半径3~4 kmの農地をカバーする[神奈川県の農協間距離は5ｋｍ]
（ヒヤリングによれば、主要卸先とする場所までの片道は1 km ~ 15 kmと様々であった）

・共同運送の場合移動距離は、運送距離8 km →10 km
・ガソリンの単位発熱量：34 MJ/L

〈条件〉
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＜ビジネスの収支＞

〈条件〉
・サービス使用料: 6000円/月
・初期会員農家数: 40農家、(8％/月の増加)
・短時間勤務採用、雇用数は会員農家数に応じて増加
・ウェブシステム構築料 50万、管理費用 12万/年
・通常運送費用 会員農家数/3 × 5000 円/月 × 1.5
・補助運送システム 毎月会員の10%が使用 1200円/回

初年度末 収入 ①サービス使用料 455万
支出 ①人件費 ▲432万

②ウェブシステム関連費（構築料・管理費用） ▲62万
③運送システム関連費（通常・補助） ▲200万

年間収支・・・赤字 ▲237万

2期 年間収支・・・黒字化 +22万 累積収支・・・赤字 ▲215万

3期 年間収支・・・+787万 累積収支・・・黒字化 +572万

２-2. 事業の将来性



２-2. 事業の将来性
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＜競合となるサービス＞

ただし３つをカバーするのは私たちのサービス

・やさいバス
（やさいバス株式会社）

✔特定のルートを巡回する
トラックが、各停車スポット
で集荷と出荷を行うサービス
✔共同運送を可能にしている

・ベジネコ®

（Oisix、ヤマト運輸）

✔農家と運送を繋ぐ
効率的な運送システム

・農業協同組合(JA)

✔農家との信頼関係が強い
✔現状、個人農家の出荷先と
しての機能を果たしている
ものの共同運送には進出せず



＜事業のリスクと対応＞

・システムを高齢者が活用できるか
☞検証を重ねた使いやすいインターフェースを搭載
☞開始時はターゲットを若い農家に絞る
☞高齢者の所持するデバイスを確認、貸し出しも検討

・運行するドライバーを確保できるか
☞地域ごとの運送業者と連携
☞定年退職後の高齢者などを積極的登用

・補助システムの協力が得られるか
☞民間デリバリーサービス（Uber Eats や PickGO など） との連携を検討

２-2. 事業の将来性
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＜その他の可能性＞

・共同運送のネットワークを駆使した
移動型直売所の開設

✔コロナ禍の影響で直売所の利用が高まっている
直売形式・・・農家が売値を決められる
➡農家の経営を助けることになる

２-2. 事業の将来性
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このプランを通して.....

農家の「共同運送」を促進

農家の悩みを解決：運送コストを抑えられる
Ｂ級野菜の新しい使い道の発見：食品ロスの低下

＆

社会的な問題の解決：運送エネルギーの節減
個別運送の減少：都市交通の渋滞の軽減
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おわりに
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ご清聴ありがとうございました



既存のデータとヒアリング

４. 補足資料
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＜ヒアリング調査＞

対象：地域農家の方々
（20代～60代）

日時：2020年11月～翌年2月

方法：メール
件数：１０件

４. データとヒアリング
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【ヒアリング内容】

・共同配送（or 本モデル）について
（賛成・反対と理由）

・通常の出荷について
（主要卸先への出荷頻度・距離）

・周辺農家との連携について
・その他、農家としてお困りの点

資料①Ａ



＜ヒアリング調査＞

４. データとヒアリング

30©2021 Team Agridge Project

資料①Ｂ

・共同配送できたら助かる
→配送時間を他の農作業に充てられる
→農家だけでは周辺とうまく連携ができない

・出荷個数をオンライン管理できて良い
・卸先の新規開拓につながる可能性がある
・高齢に達した免許返納後でも出荷してもらえる

・出荷農作物が予定通りにならないこともある
・デジタル機器が得意でない
→使用法のセミナーなどがあると良い

・自分で出荷した方が効率が良い
→市場に顔が利くため
→新しいシステムの導入に抵抗がある

賛成

反対



＜ヒアリング調査＞

４. データとヒアリング
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図 主要な３つの出荷先までの移動片道距離と出荷頻度
（マークの大きさは、2つのデータの重なりを示す）
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資料①Ｃ

(3 km, 4回/週)

(1 km, 7回/週)

※この結果（移動距離と出荷頻度）を参考に2-2事業の将来性のシミュレーションをした



＜部門別エネルギー消費量の推移＞

４. データとヒアリング
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1973-2018年にかけて
・産業部門：0.8倍↘
・民生部門：2.0倍↗
・運輸部門：1.7倍↗

資料②

図 部門別エネルギー消費量の推移

（経済産業省 エネルギー白書2020より作成）



＜農家の主要な出荷先＞

図 主要出荷先（販売金額1位）とする割合

（農林水産省 2020年農林業センサス統計表より作成）

４. データとヒアリング
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6割以上が農協を
メインとして出荷をしている

同じような出荷先であれば
まとめて共同運送できる

資料③



図 基幹的農業従事者（主な仕事が農業）の年齢構成

（農林水産省 2020年農林業センサス統計表より作成）

＜農家の年齢構成＞

４. データとヒアリング
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高齢者が多い。。。

最初のターゲットは
比較的若い２０％に

資料④



＜流通経費＞

0 20 40 60 80 100

図 小売価格に占める各流通経費の割合
（主要青果物、100 kgあたり）

（平成29年度食品流通段階別価格形成調査報告より作成）

４. データとヒアリング
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・流通経費にお金がかかる

・運送費が原価の4～6割
を占めているとの情報もある

資料⑤



４. データとヒアリング
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資料⑥Ａ
＜農業協同組合JAへのヒアリング＞

日時 ：2021年2月19日（土）
調査先：ＪＡ横浜 中田支店
方法 : Zoom



４. データとヒアリング
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【ヒアリング結果】
・ＪＡから中央市場へ集出荷する機能が低下してきている
→農家のメイン出荷先としての立場は変わりはないが、

農家が農協へ出荷する量は減少傾向
→市場へ運ぶのではなく、加工所やスーパー、直売所

を通じて家庭へ届ける機能が大きくなっている

・現在は、新規農家の育成＆金融部門中心
→「ともはこ」のような事業展開の見通しはない

・「ともはこ」のユーザー開拓に課題あり
→農家同士の伝手・場合によってはＪＡが協力してくれる見込み

資料⑥Ｂ
＜農業協同組合JAへのヒアリング＞



「ともはこ」について

共同運送の「共」に「運」ぶ

という意味から名付けている

さらに農家を第一に考え、
農家と「共」に歩んでいく
私たちの信念も表している

４. データとヒアリング
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資料⑦



「ともはこ」ドライバーが見る画面について

４. データとヒアリング
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資料⑧

●

■


